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■地域協議会の主な役割 
 地域協議会の役割は、身近な地域の課題について議論し、地域の意見を取りまと

め、その意見を市政に伝えることです。その役割を果たすため、主に「諮問・答申」、

「自主的審議」、「地域活動支援事業」を活用します。 

 

 ①諮問・答申 

 ・諮問とは、市長が政策判断の参考とするため、特定の案件について地域協議会

に対して「区域の住民の生活に及ぼす影響」の観点から意見を求められた場合、

その内容を審議します。 

 ・答申とは、諮問された事項を審議し、その結果を市長に対して返します。答申

に当たっては、地域協議会は、「地域住民の生活に支障なし」または「地域住

民の生活に支障あり」の判断をしますが、その内容は、地域住民の生活に及ぼ

す影響の観点を踏まえた意見である必要があります。 

 

 ②自主的審議 

 ・地域協議会は、自主的な判断で地域自治区の区域における課題等について審議

することができます。自主的審議に当たっては、地域の関係者や市の担当課か

らの情報収集、必要に応じた地域との意見交換、課題の解決策の協議など、地

域自治区に住む住民としての観点からの議論が必要となり、審議した結果を意

見書として市長に提出することができます。 

 

 ③地域活動支援事業 

 ・地域の課題解決や活力向上に向け、住民の自発的・主体的な活動を推進するた

めに、各地域自治区にあらかじめ配分された予算の範囲内で、事業に必要な経

費を実施団体に補助する制度です。 

 ・地域協議会では、提案された事業について、地域自治区で定めた採択方針に基

づき審査し、採択事業を決定します。 
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■市からの諮問事項と答申 
 第4期浦川原区地域協議会では、任期が始まった平成28年4月28日から本日（令

和2年2月8日）までの間に、市からの諮問を受けた事項はありませんでした。 
 

 

■自主的審議と意見書の提出 
 第4期浦川原区地域協議会では、任期が始まった平成28年4月28日から本日（令

和2年2月 8日）までの間に、地域の課題を解決するため、地域協議会が自主的、

自発的に下表の内容を審議し、市に意見書を提出して住民の声を反映するよう求め

るなど、地域の課題解決に努めました。 

 

審 議 事 項 新規・継続の別 活動内容 

浦川原区の若者の暮らしにおける

交通機関の利便性と安全性の向上

について 

継続 

○平成 28 年 11 月 19 日開催の浦川原中

学校との意見交換会における中学生

の意見や提案について協議し、通勤通

学はもとより日常生活において利用

するほくほく線電車内へのトイレ設

置について、平成29年8月16日付で

意見書を提出。 
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○提出した意見書 
 平成29年8月16日付 

 「浦川原区の若者の暮らしにおける交通機関の利便性と安全性の向上について」 
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■地域活動支援事業の審査 
 地域協議会では毎年、身近な地域における課題の解決を図り地域の活力を向上す

るため、市民の発意により実施される事業に対して、補助金を交付する「地域活動

支援事業」を審査しています。浦川原区地域協議会では、提案団体から事業内容の

説明を受け全体審査により、浦川原区に配分された補助金額の範囲内で採択する事

業を決定しました。 

 

【平成28年度】配分額5,500千円 
 提案総数7事業：満額採択2事業、減額採択5事業、不採択0事業 

（単位：千円） 

提 案 事 業 名 

（提 案 者） 

補 助 

希望額 

審査 

結果 
採択額 

第8回浦川原和太鼓祭（NPO法人保倉川太鼓） 370 減額 279 

地域活性化モデル事業（NPO法人浦川原桜づつみ公園を守る会） 1,137 減額 802 

浦川原小学校支援事業（浦川原小学校後援会設立準備委員会） 1,986 満額 1,986 

うらがわら雪あかりフェスタ（うらがわら雪あかりフェスタ実行委員会） 253 満額 253 

浦川原中学校吹奏楽部支援事業（浦川原中学校同窓会） 2,050 減額 1,435 

青少年の地域での育成にかかわるレクレーションスポーツ事業 

（うらがわらジュニアスポーツ団体連絡協議会） 
1,464 減額 194 

第5回うらスポマラソン大会（NPO法人うらがわらスポーツクラブ） 878 減額 551 

計 8,138  5,500 

 

 

【平成29年度】配分額5,500千円 
 提案総数10事業：満額採択5事業、減額採択5事業、不採択0事業 

（単位：千円） 

提 案 事 業 名 

（提 案 者） 

補 助 

希望額 

審査 

結果 
採択額 

ふるさと公園「モミジまつり」事業（ふるさと公園の桜を楽しむ会） 890 減額 855 

第9回浦川原和太鼓祭（NPO法人保倉川太鼓） 480 満額 480 

地域活性化モデル事業（NPO法人浦川原桜づつみ公園を守る会） 520 減額 500 

浦川原中学校吹奏楽部支援事業（浦川原中学校同窓会） 520 満額 520 

「俵みこし」の補修による盆行事事業（中猪子田盆行事実行委員会） 337 減額 307 

和太鼓購入事業（NPO法人保倉川太鼓） 1,660 減額 1,600 

うらがわらファミリーコンサート事業（浦川原音楽協会） 220 満額 220 

第5回うらスポマラソン大会（NPO法人うらがわらスポーツクラフ゛） 382 減額 352 

青少年少女サッカー・フットサル普及整備事業 

（浦川原イレブンボーイズ） 
427 満額 427 

うらがわら雪あかりフェスタ（うらがわら雪あかりフェスタ実行委員会） 239 満額 239 

計 5,675  5,500 
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【平成30年度】配分額5,400千円 
 提案事業13事業：満額採択6事業、減額採択4事業、不採択3事業 

（単位：千円） 

提 案 事 業 名 

（提 案 者） 

補 助 

希望額 

審査 

結果 
採択額 

第10回浦川原和太鼓祭（NPO法人保倉川太鼓） 440 減額 425 

地域活性化モデル事業（NPO法人浦川原桜づつみ公園を守る会） 278 満額 278 

うらがわら雪あかりフェスタ（うらがわら雪あかりフェスタ実行委員会） 136 満額 136 

浦川原小学校環境整備事業（浦川原小学校後援会） 602 満額 602 

第6回うらスポマラソン大会（NPO法人うらがわらスポーツクラブ） 427 減額 147 

浦川原桜づつみ観桜会ＰＲ事業（NPO法人浦川原桜づつみ公園を守る会） 145 不採択 0 

うらがわらファミリーコンサート事業（浦川原音楽協会） 350 満額 350 

浦川原・柴又交流30周年記念事業（柴又交流30周年実行委員会） 880 減額 780 

遊歩道に簡易トイレ（災害緊急用）設置事業（熊沢町内会） 1,624 減額 1,102 

浦川原区挨拶活性化事業（浦川原中学校PTA） 323 満額 323 

青少年の地域での育成にかかわるレクレーションスポーツ事業 

（うらがわらジュニアスポーツ団体連絡協議会） 
756 不採択 0 

上越市指定文化財「木造聖観音像」施設整備事業（木造聖観音像保存会） 1,257 満額 1,257 

ドローンが飛ばせる地域環境事業（上越フォトドローン協会） 162 不採択 0 

計 7,380  5,400 

 

 

【令和元年度：当初募集】配分額5,400千円 
 提案事業12事業：満額採択9事業、減額採択2事業、不採択1事業 

（単位：千円） 

提 案 事 業 名 

(提 案 者) 

補 助 

希望額 

審査 

結果 
採択額 

第11回浦川原和太鼓祭（NPO法人保倉川太鼓） 590 満額 590 

うらがわら雪あかりフェスタ（うらがわら雪あかりフェスタ実行委員会） 100 満額 100 

地域活性化モデル事業（NPO法人浦川原桜づつみ公園を守る会） 216 満額 216 

防災士会だより発行事業（上越市防災士会浦川原支部） 208 減額 69 

農地の獣害対策事業（浦川原区農業振興会） 421 満額 421 

第7回うらスポマラソン大会（NPO法人うらがわらスポーツクラブ） 1,417 減額 382 

ふるさと公園観桜会等活動支援事業（ふるさと公園の桜を楽しむ会） 410 満額 410 

うらがわらファミリーコンサート事業（浦川原音楽協会） 450 満額 450 

浦川原・柴又交流事業（柴又交流実行委員会） 1,636 不採択 0 

「ふるさとを送ろう」キャンペーン事業（山本ぶどう組合） 116 満額 116 

遊歩道「和山・観音堂コース」に道案内標柱設置事業（熊沢町内会） 310 満額 310 

うらがわらまつり等地域活性化事業（NPO法人夢あふれるまち浦川原） 1,994 満額 1,994 

計 7,868  5,058 

※ 残額の342千円については協議を行った結果、追加募集を実施することとし、募集期間を 

  6月1日から6月28日とした。 
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【令和元年度：追加募集】配分残額342千円 
 提案事業4事業：満額採択2事業、減額採択1事業、不採択1事業、取下げ1事業 

（単位：千円） 

提 案 事 業 名 

(提 案 者) 

補 助 

希望額 

審査 

結果 
採択額 

浦川原桜づつみ観桜会ＰＲ事業（NPO法人浦川原桜づつみ公園を守る会） 104 減額 94 

捕獲獣害対策事業（浦川原区農業振興会） － 取下げ － 

第5回手作りの小さな文化祭（手作りの小さな文化祭実行委員会） 141 満額 141 

「チャレンジ！さんばいし投げin月影」イベント事業 

（月影の郷運営委員会） 
107 満額 107 

計 352  342 

 

 

 

地域活動支援事業の審査の様子（R元年度） 
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■地域の課題解決に向けた住民意見の収集 
 浦川原区地域協議会では、地域の課題解決に向けて住民の意見を収集するため、

下保倉地区、末広地区、月影地区、中保倉地区の4地区に出向く「出張地域協議会」

を開催し、地域住民との意見交換会を行いました。 

 第4期地域協議会においては、任期である平成28年4月26日から本日（令和2

年2月8日）までの間に8回開催し、住民の皆さんとの話し合いの結果を市政に反

映できるように努めました。 

 なお、参加していただく地域住民が固定化されたことや、会場で出された意見の

多くが行政課題であることから、平成30年度から開催しないこととしました。 

 

年度 開催日 地域懇談会のテーマまたは住民意見の内容等（主なもの） 

平成28年度 

 9月23日（末広地区） 
○ＮＰＯ法人夢あふれるまち浦川原の今後の在り方について 

○小学校統合に伴う末広地区の動向について 

10月20日（中保倉地区） 

○地域協議会と中学生との意見交換会において出た意見の取扱

い及びフォローアップについて 

○中学校生徒の下校時の待機場所について 

○防災士の養成事業の現状について 

11月24日（月影地区） 
○霧ヶ岳温泉ゆあみ及び統合後に閉校となる小学校の現在の動

向について 

12月20日（下保倉地区） 

○浦川原体育館周辺の環境整備について 

○雁金城跡駐車場のグレーチング蓋盗難に伴う補修について 

○統合後に閉校となる小学校の跡地利用について 

平成29年度 

 6月23日（末広地区） 

○末広地区小学生のバス通学における停留所の設置位置につい

て 

○霧ヶ岳温泉ゆあみの現況及び今後の見通しについて 

○旧末広小学校の指定避難所としての運用方法について 

 7月27日（月影地区） ○月影地区への地域おこし協力隊の導入について 

 8月30日（下保倉地区） 

○国道253 号と市道との交差点への「浦川原小学校入口」看板

の設置について 

○浦川原体育館周辺の環境整備について 

11月 9日（中保倉地区） （会議終了後、傍聴者との懇談会を行ったが発言なし） 
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■中学生との意見交換会 
 浦川原区地域協議会では、次世代を担う浦川原中学校生徒に、地域に対する愛着

や地域を大切に思う心を育みながら、中学生自ら地域づくりにできる事は何かを考

えてもらうための「きっかけ作り」を行うとともに、地域の課題を認識する機会と

して、平成26年度から継続して意見交換会を行っています。 

 

 平成28年度 平成29年度 

名 称 
浦川原区地域協議会主催中学生との意見交換会 

「ここが大好き！みんなで描こう明日の浦川原」 

浦川原区地域協議会主催中学生との意見交換会 

「ここが大好き！みんなで描こう明日の浦川原」 

開催日 平成28年11月19日(土) 平成29年12月14日(木) 

対 象 

生 徒 
浦川原中学校2年生 浦川原中学校2年生 

ねらい 

○中学生が自分自身の夢や将来像と重ね合わ

せて、自分たちが地域活動にどのように関わ

れるかという視点で考え、地域協議会委員と

の意見交換を通じて、地域の課題の掘り起こ

しを行い、若い人たちの意見を地域協議会の

議論に反映できるようにする。 

○次世代を担う中学生に、自分の地域への郷土

愛を育み、大切に考えてもらうきっかけ作り

を行う。 

前年度と同様 

内 容 

○生徒と地域協議会委員による班を 6 班編成

し、ワークショップ形式により班協議を行っ

た後、話し合いの成果を発表。 

○2班毎に3つの協議テーマを設定し、地域の

未来について意見交換を実施。 

○協議テーマ 

 ①浦川原の産業と行政②浦川原と交通網③

住みよい浦川原 

前年度と同様 

活動の 

成 果 

○生徒から事前にテーマに沿った意見が多く

あり、班協議がスムーズに進行することがで

きた。 

○地域協議会委員が考えもしなかった意見が

あり、地域協議会がどのように支援を行える

か等、検討する良い機会となった。 

○生徒から施設名は知っているが、所在地が分

からない、作っている物は知っているが、ど

こで生産しているかが分からないとの意見

が多くあった。 

○次年度の開催に向け、事前に施設見学の実施

を検討することとした。 
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 平成30年度 令和元年度 

名 称 
浦川原区地域協議会主催中学生との意見交換会 

「ここが大好き！みんなで描こう明日の浦川原」 

浦川原区地域協議会主催中学生との意見交換会 

「ここが大好き！みんなで描こう明日の浦川原」 

開催日 
視察見学：平成30年 9月25日（火） 

意見交換会：平成30年12月12日（水） 

視察見学：令和元年10月11日（金） 

意見交換会：令和元年11月26日（火） 

対 象 

生 徒 
浦川原中学校1年生 浦川原中学校1年生 

ねらい 

○前年度検討した施設見学を意見交換会の開

催前に実施し、自分たちが住むふるさと浦川

原の風土・歴史・文化を再発見する機会とす

る。 

○次世代を担う中学生に、自分の地域への郷土

愛を育み、大切に考えてもらうきっかけ作り

を行う。 

前年度と同様 

内 容 

○意見交換会開催前に区内6施設を見学し、浦

川原区の魅力を、外部に発信する手段とし

て、手作りの魅力マップを作成する。 

 ■施設見学先 

  ①荒沢不動尊→②雁金城跡→ 

  ③月影の郷→④虫川の大スギ→ 

  ⑤山本ぶどう園→⑥㈱エー・エフグリーン 

○生徒と地域協議会委員を6班に編成し、ワー

クショップ形式により班協議を行い、6班毎

の魅力マップを作成し成果を発表し合う。 

○作成した魅力マップは、多くの人から手に取

ってもらえる場所に掲出し、浦川原区の魅力

をＰＲする。 

 ■マップ掲出先 

  ①浦川原区総合事務所 ②うらがわら駅 

  ③虫川大杉駅 ④浦川原バスターミナル 

  ⑤月影の郷 

  ⑥上越市役所中山間地域情報コーナー 

○意見交換会開催前に区内6施設を見学し、浦

川原区の魅力を、外部に発信する手段とし

て、手作りのカルタを作成する。 

 ■施設見学先 

  ①虫川の大スギ→②山田あき歌碑→ 

  ③浦川原物産館→④月影の郷→ 

  ⑤ファーミーランド→ 

  ⑥㈱エー・エフグリーン 

○生徒と地域協議会委員を6班に編成し、ワー

クショップ形式により班協議を行い、施設見

学先6カ所のカルタを作成し、マップに貼付

して成果を発表し合う。 

○作成したカルタ魅力マップは、多くの人から

見てもらえる場所に掲出し、浦川原区の魅力

をＰＲする。作成したカルタは、現生徒が2

年生に進級後に行う職場体験等で活用する。 

 ■マップ掲出先 

  ①浦川原区総合事務所 ②うらがわら駅 

  ③虫川大杉駅 ④ほくほく大島駅 

  ⑤くびき駅 ⑥月影の郷 

活動の 

成 果 

○事前に現地見学を実施したことで各施設の

魅力について、生徒から感じてもらうことが

できた。 

○生徒は地域協議会委員が気付かない部分ま

で深く観察しており、地域の活性化に向けた

検討材料となった。 

○生徒は事前学習でカルタの検討案を作成済

みであったため、スムーズに進行することが

できた。 

○生徒の感性が豊かであることから、地域協議

会として郷土愛を育むきっかけ作りとして

今後の取組に期待する。 
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■その他の取組 
 浦川原区地域協議会では、委員の資質向上を図るとともに、さらなる見識を深め

ることを目的として、研修会等を開催しました。 
 

１ 地域協議会委員研修会の開催 

 平成28年度 平成29年度 

開催日 平成28年12月2日（金） 平成29年12月12日（木） 

参加者の範囲 

・地域協議会委員 

・町内会長連絡協議会 

 ※合同開催 

・地域協議会委員 

研修目的 

 それぞれの立場で地域づくりに関わる町

内会長と地域協議会が共通認識を持ち、今

後の地域運営の参考にするため合同研修会

を開催。 

 地域協議会委員として、さらなる見識を

深めるため、地域自治区制度及び地域協議

会の役割について研修会を実施。 

研修の成果 

 講師に、上越教育大学大学院教授 野口孝

則氏を迎え、食育という視点で浦川原区内

の3団体と連携して取り組んでいる事例を

講演いただき、地域の活性化について考え

る機会となった。 

 講師に、上越市自治・地域振興課課長 佐

藤信二氏を迎え、地域自治区制度の概要や

地域協議会及び地域協議会委員が果たすべ

き役割について講演をいただき、委員の資

質向上が図れた。 
 

 平成30年度 令和元年度 

開催日 平成30年11月28日（水） 令和元年11月28日（金） 

参加者の範囲 

・地域協議会委員 

・大島、安塚、大潟、頚城区地域協議会委

員 

・浦川原地区公共交通懇話会 

・町内会長ほか一般市民 

・地域協議会委員 

・大島、安塚区地域協議会委員 

研修目的 

 地域協議会委員として、地域の現状や課

題について共通認識を持ち、課題解決に向

けた自主的審議につなげるため、地域の課

題を議論する上で必要な知識や現状等の見

識を深めるために開催。 

 大島区、浦川原区、安塚区の地域協議会

委員が一堂に会し、日ごろの活動状況につ

いて情報交換するとともに、テーマを定め

た研修の場として合同研究会を開催。 

研修の成果 

 講師に、北越急行㈱社長 渡邊正幸氏を迎

え、若者をはじめとする住民が将来にわた

り安心して暮らすためには、ほくほく線の

利便性向上は不可欠であるため、ほくほく

線の現状と今後の利用促進について講演を

いただき、有意義な講演会となった。 

 講師に、大阪市立大学都市研究プラザ特

別研究員 栗本裕見氏を迎え、3区の共通課

題である「地域自治の推進」について、住

民参加による拡大の可能性について講演を

いただき、連携の重要性について理解を深

めた。 

２ 他の自治区の地域協議会との意見交換の実施 

実施期日 
関係地域協議会 

（相手方） 
内   容 

平成28年9月7日（水） 三和区地域協議会 

＜三和区における小学校のあり方の検討について＞ 

 少子化により三和区内の小学校の児童数が減少し、統合に

ついての協議を進める予定であることから、先進事例として

過去に自主的審議事項として取り扱った実績がある浦川原区

地域協議会から情報提供と意見交換を行った。 
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■地域協議会だよりの発行 
 浦川原区地域協議会の活動を地域住民の皆様に周知するため、第4期浦川原区地

域協議会の任期が始まった平成28年4月28日から、本日（令和2年2月8日）ま

での間に、地域協議会だより（広報紙）を11回発行しました。 

 

発行年度 発行日 主な掲載内容 

平成28年度 

（4回発行） 

平成28年 4月21日 （臨時号） 

○霧ヶ岳温泉ゆあみに係る意見書の提出及び市から

の回答について 

○地域協議会の改選にあたって 

平成28年 7月25日 （通算38号） 
○第4期地域協議会委員の紹介 

○平成28年度地域活動支援事業の採択結果について 

平成29年 1月 1日 （通算39号） 
○地域協議会と中学生との意見交換会の実施結果に

ついて 

平成29年 2月18日 （通算40号） 
○平成 29 年度地域活動支援事業事前相談の開始につ

いて（告知） 

平成29年度 

（3回発行） 

平成29年 8月 1日 （通算41号） ○平成29年度地域活動支援事業の採択結果について 

平成30年 2月13日 （通算42号） 
○地域協議会と中学生との意見交換会の実施結果に

ついて 

平成30年 2月27日 （通算43号） 
○平成 30 年度地域活動支援事業事前相談の開始につ

いて（告知） 

平成30年度 

（2回発行） 

平成30年 9月 1日 （通算44号） ○平成30年度地域活動支援事業の採択結果について 

平成31年 3月 1日 （通算45号） 
○地域協議会と中学生との意見交換会の実施結果に

ついて 

令和元年度 

（2回発行） 

令和元年 9月 1日 （通算46号） ○令和元年度地域活動支援事業の採択結果について 

令和2年 3月 1日 （通算47号） 

（予定） 

○令和2年度地域活動支援事業の事前相談について 

○第5期地域協議会委員の募集について 
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○地域協議会だよりの例 ※表紙のみを抜粋して掲載 

 ■平成28年 7月25日発行 通算第38号 
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 ■平成30年 2月13日発行 通算第42号 

 

 

 

 

 

 

 


